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29年），品毯別（早～中生垣，中一晩生種）に初期生

育（移植後20，40日の茎数）の平年比と以後の位相

的生育（最高分げっ期，幼穂形成軌　出穂期）および

量的生育（最高茎数，有効茎歩合，㌦当たり穂数，同

級花凱　収量）の平年比との関係についての地域性を

相関法により検討した。

5　結果およひ考察

各地域ごとの移植後20，40日の茎数と以後の位

相的および星的生育との相関係数を第1回に示した。

移植後20日の場合と同40日の場合はほぼ貌似の倣

向を示すが，移植後20日の場合に，その後の生育と

の関係についての地域性がより明らかである。

移植後20日の茎数と以後の生育との関係について，

太平洋側と日本海側を比較すると，栽培法が旧設計の

場合にこの差は明らかでないが（太平洋側の遠野，日

本海側の秋田は同一の傾向を示すなど），新設計の場

合には岩手，大曲の違いにみられるように，太平洋側

では茎数増が位相的生育を早め量的生育の増大につな

がり，日本海側ではそれがみられない。また，南北の

地帯区分についてみると，新設計では明らかでないが，

日本海側の旧設計では北部（黒石，大曲，秋田など）

で，茎数の早期確保により以後の位相的生育が早まり

量的生育が増大するが，南部地帯の山形では早期茎数

増がかえって以後の畳的生育を低下させることがみら

れた。

なお，太平洋側北部地帯において，旧設計栽培法と

青首様式，品種，劉巴法など改善された新設計栽培法

間の比較をすると（旧設計盛岡，新設計岩手），初期

茎数増が以後の量的生育を増大させる程度は旧より新

で大きい。これに対し日本海側では，初期茎数増が後

期の量的生育に及ぼす効果は少なく，その程度はとく

に新栽培法条件で大きい。以上から新栽培法がとられ

た場合，太平洋側とくに北部地帯では初期茎数増は後

期の量的生育確保のため必要であり，日本海側では，

むしろ後期の量的生育を凋落させることが知られる。

また，岩手の新設計の場合を除き，全般的に早～中

生唖に比べて中」晩生種の場合に茎数が大となるほど，

以後の位相的生育が進み，かつ量的生育の増大する程

度が大きいようであった。

以上のように極めて巨視的であるが，今まで概念的

理解にとどまっていた東北地域における初期生育と，

以後の位相的生育あるいは量的生育との関係について

の地域性を，新旧栽培条件別，品種の早，晩などの関

連において検討し計数的に表すことができた。

ただし，資料の性格上場所ごとの品笹．耕種法の不

同，同一品種による供試年次の不足などの問題もあり，

なお明確にするためには，さらに検討する必要があろ

う。

4　摘　　　　　　　要

東北各地の水稲気象感応試験，同作況試験の資料を

用い，新旧各栽培条件別に初期生育（移植後20，40

日の茎数）の平年比と以後の位相的および量的生育の

平年比から，両者の関連性についてその地域性を相関

法により検討した。

その結果，初期生育量が大となるほど以後の位相的

生育が進み量的生育が増大する程度は，概して南部地

帯より北部地帯で，日本海側より太平洋側地帯で，さ

らに早生種より中晩生唾でそれぞれ大きいこと，また，

太平洋側地帯の新栽培法条件下では，初期生育量を大

とすることが後期生育上望ましいが，このことは日本

海側では旧栽培法下の場合にのみ認められ，新栽培法

条件下では初期生育が大となるほど以後の位相的生育

の進度は小さくなり，穂数，頴花数はむしろ減少する

ことがみられた。

昭和46年度岩手県北地域における水稲低温障害Ⅰこついて
＊　　　　　　　　　＊＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊

中村　良三・千　葉　明・佐々木　j鵡・藤村　清一

（＊岩手県農試県北分場　＊＊岩手県農試本場）

は　　じ　　め　　に

岩手県北地域は偏東風の常襲地で，5－4年に1回

は異常低温が出現するという稲作にとっては，北海道

に次ぐ不良気象条件下にある。畑作地帯であるので1

戸当たりの水田面積も全耕地の50％くらいに過ぎず，

主産地形成の側面からみるならば問題にならなでが，

稲作は畑作部門や畜産部門の振興にとって大きな役割

を果たしており，この地域における稲作安定化に関す

る試験研究は，農家の生活にとって重要な意義を持つ

ものである。

この地域における水稲冷害対策は，今なお充分とは
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いえないので，昭和46年度における水稲低温障害の

実態を解析し，その対応策を立ててみた。ここにその

概要を報告する。

1異常低温年次と水稲作況の地域性

岩手統計調査事務所（福岡，久慈出張所管内）の水

稲作況標本調査成顔によって最近dカ年間の作況の年

次推移をみた。この調査は各品種をこみにした48筆

の調査平均値である。

第1表，第1図の関連で作況の推移をみると，昭和

41年～舶年の間に5回（昭41，45，48）も冷害年

第 1 表　 水 稲 作 況 標 本 調 査 結 果　　　　　　　　　　　　　 （岩 手 統 調 資 料 ）
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第1図　冷害年次と豊作年次の気象比較（県北分場）

次があったことがわかる。

昭和41年度の冷害の特徴：栄養生長期から穂早期

にかけての異常低温の出現が，著しく出穂期を遅らせ，

穂争期の障害不稔（粗玄米歩合低下）の多発と，登熟

期の秋冷による不豊熟米の増加が減収をもたらしたも

ので，被害は内陸（福岡）より沿岸（久慈）がひどく

なっている。偏東風が強く現れた典型的な遅延型冷害

であったことを示している。

昭和45年と46年の冷害の特徴：両年とも低温の

出現が類似しており，出穂期から豊熟期にかけて異常

低温が現れ，開花受精期の障害不稔と豊熟遅延による

未熟米の多発が減収につながっている。昭和46年度

はこれに穂学期の障害型冷害による被害も加わってい

るが，減収度は昭和45年より軽かった。これは昭45

年が開花受精期の低温障害による障害不稔の発生が多

かったことによるものとみられる。

このように豊熟期に異常低温が出現する豊熟遅延型

冷害（シべリヤの冬型寒気団による）ともいうべき冷

害型の発現が最近多い傾向がみられる。作況指数をみ

ると偏東風を伴う生育遅延型冷害（オホーツク海寒気

団による）より減収度は軽く現れており，内陸より沿

岸の減収度が軽くなっているのが特徴的である。

2　昭和48年度の水稲低温障害の解析

1　穂卒期の低温障害

異常低温の出現期間：自記温度計によって測定した

結果が第2表である。異常低温の出現期間は，7月21

日～27日ころまでで，‘夕方の7時ころから気温が下

がり，明け方最低となり，翌朝7時ころから気温が上

昇し日中25℃前後となり夕刻再び低下する日が約1
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第2表　異常低温の出現期間

低 在日 出 現 日 時
低 温 の 持 続 時 間 最 高

気 温低 温 の 程 度 時　 間

月　 日　 時　　 日　 時 ℃　　　 ℃

1 5

℃
7 ／ 2 1． 18 － 公 ． 7 1 8．0 ～ 1 6．0 2 4．0

2 2．2 0 ～ 25．10 〃　 － 1 ス0 1 4 2 1．0

25．2 2 ・－ 24． 8 ク　 ～ 1 6．0 8 2 8．5

24，25 － 二5 ． 6 ク　 ー 1 5．0 7 2 4．0

25．19 ・－ 2 6． 7 ク　 ー 1 °．5 1 2 2 5．0

26．2 1 ・－ 2 Z　 7 ク　 ′一・1 5．0 1 0 2 7 0

週間も続いた。その間の最低気温の最も低かった日は

26日から27日にかけてで15℃であった。

障害不稔発生の品種間差：ハヤニシキ，シそキク，

第5表　　障害不稔の品種間差異

フジミノリの5品種について，出穂期別に障害不稔の

発生調査を，各20株選び実施した。その結果は第3

表のとおりである。

5品種の内最も不稔障害が高くでたのは，ハヤニシ

キであった。次がフジミノリで，シモキクが最も少な

かった。5品種とも障害が高くでたのは，8月7、8

日にかけての出穂期のもので，その前後のものの不稔

発生が少ないところからみて，出穂2週間前後（減数

分裂期）の異常低温が障害不稔発生に深い関連がある

ことが推測される。フジミノリだけはその後の8月10

日出穂期のものに，再度障害不稔の高まりがみられる

が，これは開花受精期の異常低温による障害不稔とみ

られる。
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第2図　　出穂期の茎葉N％と障害不稔

Ⅳ施肥量と障害不稔発生：水稲に対するN施肥皇試

験で，封施肥量と障害不稔発生について調査した。施

肥量は基肥が4－6～8吻／10aの5段階，追肥量は

出穂前d0－25－15日5回にそれぞれ2履／108計

最低4ん針／10a一般高12吻／1Daとして実施した。第

2回は出穂期における稲体中の町議度と障害不穏発生

量の相関をみたものである。これによるとⅣ濃度が高

いほど低温障害不稔が多発する倣向がみられ，フジミ

ノリよりハヤニシキが著しく品毯聞差違が認められた。

2　豊熟期の低温障害

豊熟期の異常低温の出現期間：第1図にみられるよ

うに，8月第4半句から1D月の第1半句の豊熟期間，

8月第8半句が良かっただけで，長期間にわたって平

年を2～4℃も下回る低温が続き，回復がみられない

まま初霜を迎えた。したがって著しく豊熟が遅れ，未

熟米を多くした。

登熱性の品種間差：内陸（軽米）と沿岸（久慈）か

ら，シモキク，フジミノリ，ヤマ七シラズの5品種を

選び，各20株の標本について豊熟過程の追跡調査を

実施した。第4表によって粒の肥大経過をみると，フ

ジミノリは内陸，沿岸とも出穂後40日以後の肥大は

認められない。シモキタでは内陸で40日以後の肥大

は認められないが，沿岸では出穂後50日まで肥大が
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第4表　　豊熟の品種間差異
（昭．4（り

地　 区　 名 出　 穂　 期
，ガ 当 た り 椚 2当 た り a 当 た り
穂　　 数 籾　　 数 玄　 米　 重

晶　　毯　　名 出席後粒肥大経過（1000粒／グ）

5 0　日 4 0 日

種　　 市

月　 日 本 刈 0 0 0 毎

1．8 9 1．9 °8 ． 8 4 6 5 5 5．4 5 6 ．6

軽　　 米 8 5 4 5 4 5 ．8 5 ス9 1．7 1 1．8 8

毯　　 市 1 0 5 4 4 5 2 ，8 5 2 ．2 1．7 4 1．9 0

軽　　 米 9 4 1 9 4 0 ．4 5 5 ．8 1．7 9 1．8 4

種　　 市 1 2 4 5 5 5 2 ．5 5 1．9 1．8 5 1．9 5

軽　　 米 1 0 5 8 9 5 受 9 8 0 ．2 1．8 4 1．9 8

シ　モ　キクl

フジミ　ノリ（

ヤマセシラズ（

注．扉当たり株数種市24．6　軽米26．7 10a当たりN施用畳種市8．9　軽米8．0

続いていたことが認められた。ヤマセシラズでは両地

区とも，50日までの肥大が認められ，ヤマセシラズ

の低温高豊熟性が再確認された。

5　水稲冷害に対する技術対応策

前述のように最近dカ年間に5回の冷害年次があり

作況指数で5－10％前後の減収がみられる。

冷害対策としては第一義的には品種対応であるが，

現段階ではヤマセシラズ，シモキクを上回る品垣が選

抜されていない。したがって当面は栽培技術対応によ

る対処が必要である。本分場の今までの試験研究成果

をもとにして次のような技術対策を立てた。

県北地域は稲作にとっては気象条件の制約が厳しく，

貯蔵系（受け入れ体制）の形成は容易だが，それにみ

あった同化系（生産体制）の維持増進をはかることは

気象条件に阻まれて困難である。気象条件にみあった

貯蔵系の形成と同化系の一体化が収量安定化の決め手

である○この地域の気象条件にみあった貯蔵系の大き

さはどの辺にあるか，冷害年次と豊作年次におけるモ

ミ数と収丘の関係をみたのが第5回である。

kg／a

200 30（1　　　　　　400　　　　　　　500

ml当たり枚数（×100）

第5図　扉当たり頴花数と収塵

冷害年次ではモミ数が5500～4000／扉が安定的に

多収であるが，それ以上になると急激に収量が低下す

る○豊作年次では4000〟になっても増収條向を示し

ている0　この傾向から冷害年次で収量が安定的に得ら

れるモミ数は5600／扉前後であることが推定される。

それをもとにして次の対策技術を立てた。

○冷害年次の安定的期待収量：dOO辱／108

0収量構成要素：穂数550－580株／ガ，モミ数

5・500－5，dDD粒／1㌦（1穂モミ数98粒内外）豊

熟歩合80％．玄米千粒重21．5－22．0ダ

0肥培管理の改善：机劉巴量の改善～N施肥量基肥8

－8晦／10a．追肥1回2晦／10aを出穂前25

日と15日2回，y計10－12毎／10a，生育遅

延型冷害年次は出穂前15日の追肥は中止する。

（稲体N－濃度の期待量は，かナつ期5．0％，出穂

・抽1・2汚，幼稚形成期2・0％，成熟期0．7％），

f205－15毎／108を恰好，過石を各尭ずつ全量

で，Ⅹ20－20毎／108を基肥10晦，追肥10毎

出穂25日に施用する。水管理～昼間止水かんがい

を実施すること。

○対象品種：フジミノリのなみの草形熟期

む　　　す　　　ひ

昭和4d年の水稲低温障害の実態を解析し，その冷

害対策として施肥体系の改善を中心にした栽培技術体

系を策定してみた。これはまだ試験場段階の技術であ

り，今後農家での現地試験を重ね客観化をはかりなが

ら地域適応性の高い技術に改善をはかりたい。


